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内   容 

１ 「野菜の日」の実施 

 区立園の給食では、毎月、野菜使用量が多い日や野菜を食べやすく工

夫した日を「野菜の日」として設定している。園児への呼びかけや保護

者へのレシピ配布など、野菜への興味を深め、野菜を食べる機会を増や

すことができるよう取り組んでいる。 

 

２ 野菜に親しむ体験 

 小さいころから野菜に親しみ、野菜を食べる習慣をつけられるよう、

園の畑や近隣農家での栽培、収穫体験や、野菜の皮むき体験等、様々な

取り組みを行っている。この体験により、苦手な野菜を克服した子ども

も見られる。また、収穫した野菜を使用した園独自の献立を実施したり、

子どもが自分で調理し、食べる機会を作る等、各園において工夫した取

組みを行っている。 

 

３ 保護者の給食体験 

 給食をきっかけとして野菜への関心を高め、家庭の野菜摂取増加につ

なげられるよう、２５年より区立園で保護者の給食体験を実施している。

２６年度は、１０月末現在で１２２名の参加があった。野菜の調理法や

味付け等が参考になったという意見、感想が多く、保護者給食体験が家

庭の食生活改善に役立っていると考えられる。 

 

４ 一口目は野菜から 

「一口目は野菜から」の声かけは、２５年度より継続して行っている。

声かけによって、子どもたちが『野菜』を意識するようになり、自発的

に野菜料理に手を伸ばす様子が多く見られるようになった。しかし、保

護者アンケートでは『園での「一口目は野菜から」の取組みを実施して

いることを知っている』は３６％であったため、今後は家庭への啓発に

も力を入れて取り組み、さらなる野菜摂取量の増加につなげたい。 
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